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-1･Boilingの 実 験 例
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1)
べた･鹿って tl,tO･ha及び-Oと tか の関係が判れば上式か申-α⊥を求める事が嘩 るが,此
の場合 h′従って haが不明である為直接計算することが出来たV､故,次の様にして ha従って
hl及び α⊥を決定した.
供試材として気乾状態あえギ,才ナ中正顔 中.5厚さ 2cl亘 ′隔及び長さ売木 10葦び 15cm の
板 (迫柾)を作 り,一部を軽 く乾燥叉はデシケータ-中に入れて吸湿させ繊維飽和点以下で白檀 -
の含水率段階を設け,叉一部は 2,3日展茎デシケTタ- 更で虞墨にした後水を注入放置レ,過
宜取出して 2,3の高含水率段階の試片と'し全表面を飽仕上げして厚さを正しく 2cm に揃へ,
第 1図に示す如 く一側面中央部の Ⅹ-0,0.4a,0.8aなる点に深 ･







V､て (1)式の線図から,第 1表の如く各癌の haに対して夫々
α.一二㌢ 従って α⊥ を単 一その平均値 αaやを計算する,如
しlー _ e i二､一_ O C _,._､∴ ー _M
Fig･,1
aawに夫々 一束 を乗じて や⊥意 -と αa秒･一計 の偏葦の卸の夢中なる場合の ha,.を頻て勢1
順位とする･第2表はこの方港を各種の含水率の場合に対して行って得た .ha･p順年表で,之か
ら baの最も probableな値を求めると,
スギに対し ha- 100 アナに対し ■ha千∞
俸 1 表 ブ ナ (2cm),
4生
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とな ｡熱伝達率はスギの場合 a-0･01,r｡-0･4として ,÷≒0･08を用V,ると h,-h- ≒品








･含水率(a/a) ha-二の loo_. 50 20′ 10
4Ll 1 ,..2 3 -4 5
24.6 1 2 つI) 4 5
I?5.2 3 4 1 ､2 ･~5
54.7 1 1 ､4 5 つ一)
合永率_(a/o) ha==氾 ■100 50 20 10
3.9 3 5 1 2 4
.20.7+ .1 ･2 4 5 3.
･31∵3. 2 1■ ･3 .4 5■
55.2 5 4 3 1 2
71.2 4 1 2 5 2










































漂 -÷ n!le -a-(Lnain)Zo宝を 】- (2)
に よって与えられ,(1)式の ha-∞ の場合に相当する.この場合の試片はブナ,スギ,ナラ,
カウラ等の心材部から厚さ2-3cr品,隔及び長さ夫々10,15crpの板(迫柾)を作 り,1と同様の
方法で含水率を調整し,厚さ 3cm ゐものに対しては Ⅹ-0,0･4a,0･63',0･8aの4個の温変測
免責を設け 97′し100OCの-定温変の飽和蒸気中で steamingL,各点ゐ塩安を測定 t1.1と CI
の関係からha-∞ の線図によってαよVを計算し(第3表),`この価を第 2国中に示 し`た.錦第2
図中には第 1,2報の熱板加熱の
俸3宏 一ナ ラ (3cm),99･5%, steamingの一例
erdn tⅢ tlTtm t.I-tTm ♂a-J-a:2 ♂aヱ (‡｣_1 o
O_.5 13.026 71.0 0.845 0.155 2.22 0.07〔)0.
◆10 . 50.0. 47.6 0.56 0.33. 4.44 .0.0742
･15:A 70.0 27.0~0.321 0.565 6.66 pO;085
･35 93.2 ?.8 0.0452¢1.36 ･15.6∴0.087
40 94.5 2⊥5 0.0298 1.5?5 17.8 0.'0865












験式を肘 て --意や ら如
した曲線 で , 本実 験の結果に極 めて よ く一致してVlる.第3図は平 均含水率夫々 17･-0,29･1,
43二7浴 ,Jjブナ材を 970C で steaming した場合の実験値 と各含水 率笹対し α-0･092,0･033,















































討する為に bandsow で切倒したままの試)･lLを用V,,1と同様な boilingの実験を行った.
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解 4 表
ス ギ(24.0%) 2 - 4 1 ■3 5.'
A-0.03;a-0.01,r0-0.63,A-0.11 とお く
と熱伝達率は夫 約々 160及び 1100kcal/m2hOC





Steamlng g, 5 '#
樹 一 種 加 熱 雨 .加 熱 ■後 平 均 熱 拡 散 率 L 加熱浬慶 厚■サ 程乾比重 備 考L% R.*(0/a)含 水_率 合 水 奉 (cm三石nin) _.__(oC､) (cmう
.,.7:. ナ 4.6 9二8 -7.■2 '0.,119 .､97 2 0.63 二特記7よ
1_5.~2二 pl由.7 17.0 0⊥0955 /′ /′ きもの
26°9 51.2 291 0874'- /. 〟 は何れ
117.9 93.5 105.7 0.0842 ′/ / 両
ス ギ ~1.5 9.7 ･6.6ー P.:110 〟 3 0.4b
16.4 28.3 l9.9 0.0.377 /, /′
ナ ラ t3J 9.1 6.I 0_.121 〟 3 0.61 ㌔
22.0. 24._8 23.4 0.0768 ~′ 一 2
57.9p 1579 579 .084-: ･〝 ′
190.3 96.1 99._5 10.0835 ′/ ･_3
カ ツ ラ 20.6 23㌧6 22∴1 0.0915 〟 2T∴ 0.48.
∴28.5 32.°0 3Q.3 0_0831 /′ 〟
タ ブ 14.8二 19.台■ 17.3 0.08.?3 100 3/ L o.61
ブ ナ Y19.1 ?0.1 17._6 0.~0908- 〟 〟 0.67
ア カ マ ツ ユ4.8 19.8 17.3 0.0891- ′/ 〟 0.72
ウラ.ジ ロガシ 1_3.4■p 22.4 I;17.-9 0.■0862 〟 /′ 0.78 ⊥
ナ チ ~13.6 18._6 I.16.i 0.0856 ノ/ /. .0.76.
エ ゾ マ ツ 15.9.: ･19.1 ~16.5. 0.1-13 /′ .リ′ 0.35
48
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ス ギ 29.7 32.9 _31.3 U.0834 ′/ _〟 0.43
-53.8■､- .56.6 55.2 0.0774 / /′- i
69.lp 73.3 71.2 0.0702~ 〟 // .
ス ギ 20.8. 27.2 - 24.0 0.0924一 /′ .〟 0.42 鋸断固
ナ ラ 0 0 二o 0ー_993
ブ ナ ～/ /′ ′/ ,0.099-
メ . モ ノ′ / /′ 0.095
ス ギ / 〟 / 0.093
･マ ツ -/ .〟 /′ ■′ 0.102
タ イ ヒ / / ′/. 0.109
4･摘 要
.1.種々の含水率の板を▲steaming及び boilingして熱拡散率と含水率の関係を求めた.即ち,
熱拡散率は初め含水率の増加と共に急激に減ず るが繊維飽和点附進で次第に緩浬とた り 50%
以上では略 constである.
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planedsurfacethAttheinterior_temperatureinboiling二isappraximatelyequalto
thatofinsteaminginpractice.
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